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スイート種トウモロコシの若令雌穂生産に関する研究

吉田 稔へ j度辺勝敏件
*北海道大学農学部農学科

**北海製{J;-株式会社缶詰研究所

緒 言

主殺作物のうちトウモロコシほど多様に利用さ

れるものはない。完熟子突の食用ならびに加1会利

用のほか，茎葉は大家畜に日書好性のi向い中I1飼料を

供する。さらにスイート悼の未熟子突の生食izi-あ

るいは躍詰製品の利用がいちじるしく増加してい

る。このような食品の多様化の制限を追究するか

のように最近 5-9 cm の若令雌徳が出 ~III). '，I，i 

'}l日立二局実に{申ぴているつ主穀作物が生鮮疏菜liiJ椋

にぬわれることに対して，農耕地利用効ヰiの Lか

ら疑問をもつものであ 1).その生産にはもっとも

能平の(;;ぃ方法を伴立する必要のあることを痛感

し司その第一段階としてのiけlli密度A験を行った

もので九る c

比Itや巴の発 j主主壬 i品については Bonnet，0， 

1¥( 19.+0) 1)が詳細な報?1'を行い，その成果はトウ

モロコシの生殖生長開始に関する基礎資料となっ

てきた【;雨里J'ら(1957)は雌穏を形成するすべて

の Jlf~芽について追跡調査し。 ド節位の ~fk芳三ほど分

化;土 Ij1，いが，分化開始後 10日目頃から逆転L.最

ヒ (\i:ßf~ 牙(以下第一雌柑とよふ、)でもっとも発達

がよくなることを確かめた C しかしこれらはいず

れも標準裁柏条件ドのものであリ，環I克1;括条件に

よる変動については行LHrJの域を出なかった O トウ

モロコシの生育と収 iji- にわIする栽fll'i'，庁;'1支の ~jt~~~~l を

なた~Jf究はきわめて多 L、。それらのうち本研究に

関連して興味あるものをあげるとつきのようなも

のがある。 Duncan，W， G， (1958) 2)は個体当りの

子主収量は'長Mにするほど対数的に減少すること

をは山L. 子'支生!主にとってよHtW，計度に限界のあ
ることを示唆した。 Fery，R L (1971) 3)がha当リ

L51‘957 jl古H本までの省、度ぷ験を行い，地J'，部は密

十ll'iにriJ]って漸ilJ:線的に増加するが、 F実収誌はha
、li1) 37，050 1["'J体に最大値を 1);L.さらに方形舶が

1'1三国Ht自に上t して多~又となったという。 Williams ，

W，A ら(1968)7)はha当リ 1，750-125，000j同体

の範問の官度試験から，栄養生長にもっとも彰響

あるのは村Jh遮政による日射量透過半の差であ

り，葉身が立っているものほど光の透入にすくれ

とJ:.長がよいと中古 3命した。 Tanaka，A ら

(1972) 5)はスイート陪の GoldenCross Bantam 

を削L、ha当リ 10，000から 1， 000， 000 j[~J休の方形

舶による街度ぷ験を行い，生長解fli的に調子tした

枯果つぎのように報台している。 ha，)~ 1，000， 000 

と444，444j同体では雄穏抽出ltJj以前に倒伏し除外

された。宮前になるほど絹糸J由出がおくれて.250，

000 j同体l正と 10，000個体ばとの差は 4日となり，

また官柏となるほど不稔個f本が多くなった。そし

てこのよ寸な冶j'fi白による生長め抑制はこのdh惜の

適正葉面積指数 4-5をこえるような過繁茂によ

るとした。 Prine，G， M. (1971) 4)は97cmの作畦

fJI'(て、生育の種々の段階にha当り 44，500j同体から

22、250j同体に半減間づ|することによって雌椋数

に/えはす影響を調査し，絹糸抽出始期から絹糸抽

出品Ij期までの 10-12日の臨界期間における不利

な止環境条件が，雌穂の生長を強〈抑制すること

を認め，栽植485・度を増すほど減収する原因は主と

して個体当此柱時;数の減少によることを確認した。

以卜今の研究を総合すると間行栽植宮、度よリ密植

にするとき，出棺期ごろからの過繁茂による光条

件の劣悪化が，雌f患の発達抑制とか倒伏という IJrtl

L 、影響をもたらすことがわかる O しかしながら絹

糸抽出期あるいはそれ以前の生育段階で，第一雌



31.6cm方形植区 a当 1)1， 001個体(略称 1，000

株区)0 

20.0cm方形植区 a当リ 2，5001国体(略称2，500

株区)。

15.8cm方形植区 a当り 4，006個体(略称4，000 160 

株区)

待;ばかりでなく各肢芽の発達が密植によってどの

ような影響をうけるか， また綿糸抽出期あるいは

本葉数を異にする品種によってその影響が同様で、

あるか否かについて全く不明である。そこで以上

の研究成果を参照して考えられる超'岳植条件で，

その条件に耐えるであろうと思われる本葉数の少

L 、早生品種を供試して若令雌穂生産性の限界追究

を試みた。

材料と方法

1.供試品種 スイート種，早生品種，

Golden Beauty (以下G. 8.と略記)

Queen Anne ( " Q. A. " 

Ma-21547 ( " M. A " 

2. 試験場所北海道大学農学部附属農場精密固

場

3.播種期 1974年 5月15日

4.播種方法 よく整地された上へ線を引き， t番

株の位置に深さ 5cmの穴をあげ埋め播きした。

1株2粒まきとし，発芳三後 1本立とした。

5.施肥 103当り N7. 8 kg， P 2 0510 2 kg， 

K20 9.0 kg全面散布

6. 栽植密度

13.5cm方形植[R， 3当リ 5，4871岡体(略称5，500

株区)

7. 区制 1区面積。

1，000株区， 4. 108m X 5 .056mキ20.8日l'

2，500株区， 4mX 5m=20 m'o 

4，000株区， 2.054mX5.056m=c1O.4 m'o 

5，500株区， 2025mX4.05m二子8.2m'。

lfll種についてラテン方格法3反復とした。

8.調査 雌椋形成開始期にあたる 6月20日から

1週間間隔で各区5株を故取り，草丈，葉令，科

長.雄穂長ならびに雌穂長を調査した。雌穂は第

一雌穂、から第三雌穏までを対象とした。また雌棺

43 

が収穫対象となる絹糸抽出期ごろの雌穏について

生重と綿糸長をも調査した。

結果と考察

1.草丈(図 1)発芽はきわめて良好であった。

草丈は G.8.， Q. Aに比し M.A.は明らかに小に

経過した。これはつぎに述べる葉令の差にもよる

が，大きくは葉身長の差に基くものである O この

ことについては別の機会に述べる。節問伸長量の

小な生育段階における草丈は，既報 (1973)8)のよ

うに最大葉身長によって規制されるから，葉位を

Iri)じくする葉身の長さが異なれば葉令が同じでも

草支は異なる。すなわち草丈は生育の段階を現わ

すものとしては，葉令より適確さに欠けるきらい

がある。 G.8.と Q.A.は 7月のはじめにほとんど

差がなかったが 7月末には明らかに Q.A.がま

さリ，区間差もこの時期から大となった。区間差

はいずれの品種も密植となるほど生長が抑制され

る結果を示した。調査期間中の草支カが'J上」述のよう

に富

にみえた。これは明らかに葉身角度によるもので

あった。すなわち 1，000株区の葉身角度は標準条

件75cmX 30cm; 444株におけると同様ほとんど

の葉身が約45'であったが宮、植となるほど小とな
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Fig. 2. Changes of the foliar呂宮巴;symbols are the 

same with Fig. 1 

り， 5，500株区では約 15。であった。このような栽

植密度が葉身角度に及ぼす影響は供試3品種のう

ち，草丈の比較的大であった Q.A.で大きしM.

A.でもっともノトであった。

2. 葉令(図 2) 葉令は草丈に比し生育段階を

よく現わすといえるが，これも 3品種に明らかな

差が認められた。前述のように M.A.は G.Bと

Q. A.に比しややおくれたことがわかる。また G

B とQ.A.では直線的に増加し， 7月16日に一定

値に達したが， M.Aは葉令のすすみ方が劣り 7

月30日に一定値に達した。 M.Aのこのような生

育段階のおくれはおそらく温度感応性の差による

ものであろう。最終本葉数は Q.A.とM.A.が同

じく 15であり， G.Bが 13でこの点、では区間差も

ほとんどなかった。 Q.A.で7月中旬にある程度

区間差が認められたが，これは密植ほど出葉が抑

制されたためである。G.B.が他の2品種に比し本

葉数が少いのは熟性がもっとも早いことを意味し

ているだけで¥密度反応によって葉数が減少した

のではなL、。熱性は絹糸抽出期をもって基準とし

ているが，絹糸抽出期は上述のように出葉速度と，

本葉数との総合結果であることから，育種ならぴ

に栽培研究の上で，品種をこの 2要因の観点から

整理される必要がある。

3. 稗長(図 3) 秤のいちじるしい生長は 3品

種の雌穂形成開始期にあたる 6月25日頃以後で，

葉令で認められたと同様に， G.BとQ.Aに比し

M.A.はかなりおくれた。最も伸長のさかんな期
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Fig. 3. Changes of the culm length; symbols ar巴

the same with Fig. 1 

聞に入って区間差が明らかとなり 3品種とも密

植になるほど伸長が抑制される傾向を示した。稗

の伸長量は伸長期間における土壊中の養水分量に

左右されるが，本試験のような超密植条件で，梓

の生長が頭打ちとなるような傾向はおそらくこれ

らの土壌条件が欠乏に近い状態にあったためと考

えられる。

4.雄穂長(図4) 梓長におけると同様に7月

初Jめ以後急速な伸長を示し、 M.A.が他の2品種

に比しておくれた。 7月末から 8月初めに認めら

れる区間差は密植による穂柄ならびに穂軸の生長

抑制が基因していると考えられる。また 7月23日

における G.B.と Q.A.の生長曲線から低い方向

に外れる値は，おそらくこの時期の水分不足の影

響と考えられる。全般に梓長の経過に比べると，

発達が早くしかも急速であることがわかる。この

ような器官相互の対比的検討については後述す

る。

5. 第1雌穂長(図 5) これまで述べた諸形質

の品種間あるいは区間差異から予想、される以上の

差が第 l雌穂長で認められた。ほとんど正常に近

い生長曲線で雌穂形成が進行したのは各品種の最

疎植側の 1，000株区のみであった。たとえば6月

22日に雌穂形成開始期と判定された G.B.の1，

000株区は，経験上推定された 30日後の 7月22

日に絹糸抽出期を迎えた。そして密植となるほど



が興味あることである。さらに 5-9cmの範囲

の雌穏を収穫の対称とすれは‘収穫可能期間はある

区では約 4日間，他の区では約 7日間であり密植

となるほど長期間となる傾向があるが，実際には

大きな問題とならない。この点についてはさらに

後にふれる。

6. 第2雌穂長(図 6) 図には第2雌穂長の実

数値を省略し，第 l雌穂長に対する百分比によっ

て示した。これによると第2雌穂は形成開始から

初期に第 1雌穂のほぼ70%の長さであったもの

が， M.AとQ.Aーの 1，000株区を除きしだいに

低下した。はじめほとんど同程度に発達していた

ものが，第 1雌穂の上位優勢的生長により下節位

雌穂の発達が停滞することはトウモロコシに普遍

的であり，第2雌穂、もよく発達する品種は 2穂型

とも表現しうるような遺伝的特性と理解される

が，この図にみられるように，第2雌穂、の発達い

かんは，基本的に栽植密度によって規制されると

いえる。供試3品種はいずれも標準栽植密度a当

り約 440株で1.3穂ほどでほとんどの株が第 1雌

穂のみ登熟し，時には第2雌穂も登熟する。それ

が本試験のような密植条件でいずれの品種も第2

雌穂の明らかな生長抑制を認めることができた。

中でも G.B.は早い時期からいずれの区も抑制さ

れているようであるが，これに対して Q.A.と M.

A.とでは宮、植側で第 1雌穏の絹糸抽出期にあた
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段階的に発達が抑制される傾向を示した。G.Bと

Q. A.において見出きれる密植による大きな抑制

効果は，利用する雌穏長を 5cmとするとこれに到

達する時期は， 1，000株区で7月20日頃， 5，500株

区で8月2日以後となりその差は約 13日に及ん

だ。これに反しすでに述べた諸形質で生育がおく

れる傾向を示した M.A.は比較的区間差が小で，

7月30日前後の約4日間にすべての区で 5cm

に達した。 M.Aのこのような特異性はこれまで

扱われてきた耐密植性という表現には包含きれな

いもののようであり，それがこの品穫の，独特な

葉身開張型によるものか，葉色がやや薄〈陰葉的

能力をもつのか，その他によるものか不明である
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8. Fig. 

し収穫期は早いが収量はやや低<， G. B.と Q.A

の 5，500株区，およびM.A.の 5，500株区を除く

3区が収量 30ないし 35kgl aの可能性があり，他

の各品種の宮、植lP'ijd-l'i区は前述の第2雌穂、の生長抑

制の彩響をうけて再び収量が低くなった。このよ

うに Q.A.は区間差がもっとも大きし逆にM.

A は既述した耐密植性を反映してか区間差が小

であった。

9.雌穂長と雌穂生重との関係(図9) 

重は登熟期間を通じて雌穂長だけに左右されると

は限らない。穂径，粒列数，穂芯重あるいは子実

の大きさなどとも密接な関係がある。しかして前

項の結果にみるように雌穂長ヵ、 5-9cmの範囲

でいちじるしい重量増加が行われることと，品種

によって糖、型を異にし， Q. A.は比較的細長でM.

A.は煩太型であることから，収穫適期にあたる絹

糸抽出期頃までの長さと生重の関係を検討してみ

た n向形質の関係は二次回帰式y=6.8323-3 
0335X十0.3995X2が相関係数 0.943の高い値で

1%水準で有意であった。ところが穂長約 7cm

まで重量変動は少いが，これを超えると変動ヵ、き

わめて大となる。これは恐らく穂型の差異と，こ

の時期に受精しているか否かによるものと考え

雌穂生

る7月末から明らかな抑制効果が認められ，疎植

側では第 l雌穂に近い生長が行われるから，区間

差がきわめて大となり，第 l雌穂にまさる密植の

影響をうけているといえる。

7.第3雌穂長(図7) 図示の方法は前項と同

様である。形成初期に第 l雌穂の 50-60%長で

あったものが，すべての区において急速に生長抑

制がいずれの区でもほぼ類似していることは，第

3雌穂がもっている共通的な下位劣勢の特性に強

〈左右されていることを示唆する。しかしながら

第2雌穏におけると同様に， G.Bが他の2品種に

比して低く経過し， M.A.と Q.Aは類似するか

M.A.がややまさる経過を辿ったし，区間差も密

植ほど抑制jが強〈現われるという傾向で， M.A 

の耐宮、植性がここまで及んでいるかのようである。

8. 雌穂生重(図 8) 前項に述べたように第3

雌穏を収穫の対象とする可能性はほとんどないの

で，第 1および第 2雌穂の合計生重の増加経過を

示した。絹糸抽出期(7月23日以降，後述)の直

前までの緩徐な増加に対して，その後は急激な増

加を示した。ほとんどの形質はいわゆる S字曲線

で生長するが，このようないちじるしい増加は他

に類をみない。図中には各区ごとに雌穂長が 5

-9cmの範囲にある期間を矢印で示したが，こ

の期間にいずれの区も 5倍以上の増大が行われ

た。ところが， 単位面積当 1)収量は，栽植密度が

高くなるほど増加するという子想された結果では

なく， G.B.とQ.A.の 1，000株区では他の区に比
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る。この点、受容体の確保の上で長さと太さのど

ちらを優先して生長するのが有利かに関係して興

味あり，今後の検討にまたれる。なおここに示し

た二次回帰式は 3cm未満にあてはまらない。

10.雌穂長と絹糸長との関係(図 10) 絹糸長を

検討したのは，主として 5-9cmの範囲の雌穏

を収穫する適期を判定するための指標をえようと

したものである。雌穂、が5cmから 9cmまでの範

囲というのは丁度絹糸抽出期の前後数日間にあた

る。絹糸抽出期の雌穂は 3品種ともおよそ 6-9

cmで平均7cmである O このときの絹糸長は 6

-20cmの範囲であるから，個体変動を考慮に入

れて. 50%絹糸抽出期をもって収穫適期とするこ

とが推奨される。絹糸長は最大長のみを扱ったが，

この点について別の興味があり附記する O すなわ

ち写真Iによってわかるように，絹糸は雌穂長が

1.5-2.0cmのときに肉眼で見える程度に伸長

し，長さは最大長で約 1mmで基部小穂、ほど長く

頂部に向ってしだいに短い。その後この基部優勢

生長が続き，小穂数すなわち I列粒数の決定後も

頂部の絹糸発達が悪く，穂長約 6cmのとき基部
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の絹糸長は穂長に達L.その後はさらに基部の顕
著な生長によって基部のものから順に抽出して受

粉する O そして最初の抽糸から約3日間でほとん

どの絹糸が出現するが，宮、植の場合には先端に近

いものが抽出しないから，有効穂長がいちじるし

く短くなる。密植の場合，有効穂長は、かりでなく

全長も短いのは，受粉したときの約7cmからの

発達の悪いことと前述した密植による生長抑制lが

l列粒数の減少となって現われるためと考えられ

る。さらに絹糸抽出は百葉の重なりの先端から行

われるから、上記のほかに琶葉の諸形質すなわち、

長さ，枚数ならびに重なりの物理的な強さなども

関係するであろう。このようにトウモロコシの受

精機構とか登熟機構については未知の面が多く今

後の検討にまたれる。雌穂長と絹糸長との関係は

二次回帰式Y二 0.4349-0.4533X十0.3060X2が

相関係数0.932で1%水準で有意にあてはまる。

しかし実際は前述の雌穂長と雌穂重との関係より

も変動が大きしとくに絹糸抽出期以後のこの式

のあてはめは余り意味がない。これは品種を同じ

くしても絹糸の発達の早さと最終値に個体差があ
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るためである。

11.雌穂長・草丈比(図 111 図 11から閃 15ま

では雌徳長と他のいE形買の発達どの関係を検討

し，外観から雌徳の発達を判断する資料を得るこ

Eと、本ム験におけるような超'岳伯条件で徳の発

達が他形質と平行的に行われているかを知ろうと

したものであるつ

第 l雌穂長と草，ととの関係(立平行的ではある

が，草去に対して雌穂の発達が柱時的に急速とな

る結果を示した 2 そして密植となるほど雌徳の発

達が抑制される傾向を呈 L， 3品f"手のうち G.B.

はその抑制程度がもっとも大で区間差が明らかで

あり， M.A.はl豆間差がrJ¥Q.Aはその中間で

6 
Aug 

30 

Changes on th巴ratioof lst.ear length to 

foliar age; symbols are the same with Fig 

11. 

12. Fig. 

よる C

13.雌穂長・稗長比(図 13) 検討したいくつか

の形質のうち梓長が雌穂長ともっとも平行的関係

にあったp すなわち Q.A.の5，500株区はほぼ|司

ヒ値を持統し，G.Bの5，500株区と 4，000株民は

中期に梓長の発達の方がややまさるようになるこ

とと後期は逆に雌穂の発達が急速になる傾向はあ

るが一定にj5:~、値を続け，他の区では経時的に雌

穂、の発達が梓のそれに比して急速となるが，上述

した諸形質に比べるとかなり平行的であるといえ

あうたへ

12.雌穂、長・葉令比(図 121 イネでは葉令指数を

用いることによって，出{患にいたるまでの刃J穂形

成過程を外観上きわめて確実に推定することがで

き，栽培上ならびに育種上有効に応用されている。

しかし本試験の場合，葉令のすすみに対する雌棒、

の発達は前項と類似して平行的ではあるが，経時

的に雌穏の発達がより急速とな 1)，その関係はか

なり偏ってくる=そして絹糸抽出期頃では草え以

上に雌穂長推定が不確実となる乞その原、因は品種

間差よりは区間差にあ 1)，密植による雌穂発達の

抑制が出葉速度に吋する抑制よリも大きいことに
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展することは特異で、あ 1)，作物の能力の限界を知

仏器官形成の機構を解明する上で充分検討する

余地がある。

15.雄穂、長・稗長比(図 15) 雄穂長と梓長との

関係は，イネとかムギ類の穂長と秤長との関係に

あたるもので¥両形質の発達経過は一般に相似的

であリ，単位は異なるがほぼ類似する生長曲線を

たどる。したがって穂長・梓長比はおよそ同じ値

約 0.1を持続するとともに梓長が最大値に達した

とき穂長も最大となる。しかしトウモロコシでは，

雄穂の形成開始期ころに雄穂長・梓長比が 0.1で

あるが，その後雄穂の優勢的生長によってこの値

が急速に高まり，雄穂、抽出期の直前期である 7月

16日には最大値0.6-1.0に達する。すなわちこ

の時期には梓長にほぼ等しい雄穂長が認められる

のである。そしてその後は科長がもっとも急速に

大となることと，雄穂は穂、柄が追加生長するだけ

ということでこの値は逆に急速に低下する。この

ような単頂曲線的な関係は雌穂と他の形質との聞

には認められなかったことで¥雄穂の発達がいか

に短期間で、行われるかを意味している。品種では

G.Bが他の 2品種に比して一層早く生長する傾

向があり，一方 Q.AとM.Aーとは実によく似た

行動をとった。区間では前項までと異なリー明確

14. 

。

Fig. 

Aug 

Changes on the ratio of ear length to 

culm length; symbols are the same wi th 

Fig.11 

る。しかしながら雌穂分化開始期における値の大

きな品棋間差異は， G. B.が梓長の割合には第 1雌

穂長が長<.他の品種はその逆であることを示し，

疎植側つまリ標準条件に近い側では秤ーの伸長程度

以上に雌穂が発達することを示している。

14.雌穂長・雄穂長比(図 14) 雄穂、は 1週間あ

るいはそれ以上雌穂に先んじて形成開始するが，

絹糸抽出の 1週間前までは，雄f.'1!.長の3-12%の

範囲である。そして雌穂形成開始直後における

10%前後の値から，絹糸抽出前 1週間までやや低

Lイ直で経過する。これは椎穂の発達が雌穏に比し

て先行的でしかも急速であるためで』ある。さらに

その後急速に高い値となるのは，雄穂がほぼ最大

値に達し，一方雌穂はいちじるしい発達をするた

めである。この一般的傾向に対してつぎのような

品種聞ならびに区間差異がある。G.Bは他の2品

種に比し早期に区間差が現われる。 M.A.は区間

差が小でしかも 5%以下の値をとる期聞が短く，

Q.Aはこれらの中間的傾向を示した。このよう

に雄穂の発達あるいは抽出の状況によって雌穂の

発達段階を推定することは甚だ不明確である。と

くに M.Aをのぞく 2品種では栽植密度という要

因だけで，土佐穂抽出から絹糸抽出を推定するとき，

誤差が 10日以上に及ぶ可能性があることをこの

図は物語っている o M.Aが高密度条件でも諸形

質の発達に及ぼす影響が比較的小さし順調に進

13. Fig. 
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な差はなかった。これはま佐穂が雌棒、ならびに梓に

比して早期にしかも短期間に発達を遂げ、るため，

過密惜の影響をほとんどうけなかったことによ

る。したがってこの図はそれぞれの品種の特徴を

表現しているものと解してよ L、。

論 議

ここにえられた結果を通じていくつかの注目す

べき点がある。その第ーは同じ早生品種を供試し

たが超密植条件に対する反応を異にすることで

ある。しかもその反応差異は雌椋だけに止まらな

い。生殖生長に関係する器官形成は，雄穂，梓，

雌穂の111員に行われるもので宮、植の影響はこの111貨に

焔〈現われる。そして供試品種のうち M.A.はい

ずれの器官も区間差が小であった。これらのこと

は一般的にいう耐密植性を解析的に追究する上

で，一つの資料を供するものといえる。耐宮、植性

はいうまでもなく光条件ー葉面積，および同化能

力が基本的なもので，土壌の養水分に対する反応、，

あるいは Prine，G. M ら(1964)4)のいうように，

土壌の養水分が高水準に維持された場合での地際

空間における環境条件の影響，さらには葉身型，

葉身の轡曲程度，葉身角度ならびに葉!手などと受

光能率との関係などによって究明されようが，そ

れらと雌穂の発達経過との関係を検討することに

よって明確に把握しうることが示唆される O

第二に上述のような栽植密度の影響を示しなが

ら，たとえば標準のa当1)約450株に対し 101古前

後の資度でも，第2雌穏を含めて雌時長で 7cm

前後司綿糸抽出期あるいはそれに近い段階まで¥

比較的容易に発達しうることである。このことに

関連して注目すべきは前出の Prine，G.M.(1971 

)引の報告である。これによると有効穂数が決定す

るのは絹糸抽出期で，それ以前には密度のljf;響を

うけない。しかし本試験の全区で第3雌穂のいち

じるしい生長抑制lが認められた。これらを考え合

わせると設定した密度が第 1および第2雌穏の絹

糸抽出までの限界をとらえているものといえる。

第三に卜記のような雌穂発達の品段階のうち組

糸 11R出先Jj までは，栽柄密度の ;j!;~主をうけ難いとし

ながらも。，¥，¥filtまたは省度によっていくつかの内

容を異にする差が認められたことである。M.A.

は既述のように由、J"'，畠:他性と考えられる特異な反応

をがし、 ，111形質の発達経過の区間差が小で。これ

に反し G.BとQ.A.とは第 1雌松においでさえ

5、500株/aという高官度では，収穫吋象となる長

さにj主しえなL汁同{本カミ多くなる。 さらに第 2批肘忠

になると，形成初期には品樟ならびに区間差がノj、

で，栽他省、度の;jf;'響はほとんどなく第 l雌椋の70

-80%に発達しているが， M.A.と Q.A.の 1.000

株区を除く他の密植側の区はすべて経時的に ~rtl ~、

生長jfJl制が認められた。とくに G.B.は第 1雌穂

との差が大であリ， この，1，¥でもM.Aーは雨、l官植性

を発祥し， tfJl制程度が小であった。このように収

穫対象に第2雌穏を含めるには，栽植密度に限界

があリ，その限界もたとえは‘M.A.と Q.Aでは

a当リ 4，0001問{本まで，G.Bでは 2，50011司1本まで

というように品種によって異なるといえる。そし

てこれらの品干重を利用する限り，絹糸抽出期まで

であれば|二記の限界内で倒伏することもなし養

水分に不足する傾向も認められないが.本葉数が

多くしたがって着雌節位もより高い品種は反応を

異にするであろう。また第3雌穂はより姐1，、生長

引11制の影響を現わし，この密度範囲では利用され

る可能性がほとんどないといってよい

以上のことから供試した早生品種群を使用する

範囲で，絹糸抽出期前後に 5-9cmの若令雌穏を

吋象とする生産には，栽植宮、度を a当り約2，500



個体までとし，第2雌穂までの利用が可能になる

といえる。

摘 要

およそ 5-9cmの若令雌穂を利用する場合の

生産法の基礎資料をえるため，早生 3品種

(Golden Beauty， Queen AnneおよびMa-21547を

供試し， 1974年に当農場において栽植宮、度試験を

行った。栽植密度は a当り1，000， 2，500， 4，000な

らびに 5，500個体の4段階で方形値とした。した

がって個体の間隔はそれぞれ 31.6， 20.0， 15.8な

らびに 13.5cmであった。雄穂形成開始期から 1

週間ごとに草丈，葉令，雄穂長，梓長ならびに第

1-第3雌穂、の長さと重量および絹糸長を調査し

た。結果の主なものはつぎのとおりである。

1 .草丈および秤長は，絹糸抽出期から区間差が

明らかとなり，密植になるほど生長が抑制される

傾向を示した。しかし葉令および雄穂長は密植に

よる大きな影響が認められなかった。これは雄校;

および葉身の形成と発達が比較的早期に行われる

ため2否度の影響をうけにくしこれに反し梓長は

おくれて発達するため強い密度の影響をうけ，葉

身生長の抑制も加わって草丈の差を現わしたこと

を示す。

2.雌穂は葉身，雄穂および秤長などの諸形質の

後に発達するから栽植密度の影響をもっとも強く

うけ，密植になるほど，絹糸抽出期に近づくにし

たがい生長の遅延が認められた。第 1雌穂は a当

1) 1，000個体で正常な絹永抽出がみられたが、宮、

植になるほど生長が抑制され，たとえばGolden

Beautyのa当 1)5，500個体では前者に比し約 2

週間おくれた。しかし Ma-21547ではこのおくれ

が小で品ヲ4日であった。 QueenAnneはこの中間

で約9日おくれた。第 2雌穂長は形成初期に第 1

雌穂長の約 70-80%にあたる。そして Queen

AnneとMa-21547のa当り 1，000個体でほぼこ

の値を維持する推移を示したが，他の区は生長が

すすむにしたがし、強い抑制が認められた。第3雌

穂長はすべての区において，第 l雌穂長に対して，

初期の 50-60%から急速に生長が抑制された。

3.雌穂長が5-9cmの範囲は，およそ絹糸抽出
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期を中心とする 2または 3日間で，収穫は禍糸抽

出始期を指標とすることが推奨きれる o この時期

までの雌穂長と雌穂生重との関係が，二次回帰式

y =6.8323-3 .0335X十0.3995X2(r=0.943， 1 % 

水準で有意)で示された。また雌穂長が 5-9cm 

の時期の絹糸長はおよそ 5-20cmに変異し，こ

の時期までの雌穏長と絹糸長との関係も，二次回

帰式y= -0.4349-0 . 4533X +0.3060X2 (r=0.9 

32， 1 %水準で有意)で示された。

4.若令雌穂の生産はこれらの品種を利用する場

合，第 lおよび第2雌穏を対象とし，それらの生

長抑制の程度を考慮して，栽植密度の限界を a当

リ2，500個体が推奨される。
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Studies on the production of young ear in sweet corn (Zea mays L. ) 
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SUMMARY 

As the basic research for the production of young ear in sweet corn， three early cultivars (Golden 

Beauty， Que巴nAnne and Ma21547) wer巴sownwithin four plant population (100，000， 250，000， 400，000 and 

550，000 plant / ha) at the Experimental Farm of Hokkaido Univ巴rsity，and were investigated on the 

development of tassel， culm， plant height， foliar age and 1st to 3rd ears. Results obtained were 

summarized as follows. 

1. The d巴velopmentof plant height and culm length after the period of silking were controlled 

distinctly at higher populations. How巴V巴r，the length of tassel and the foliar ag巴indicat巴dlittle r巴sponse

to population pressure. Such difference on these characteristics of the response to plant population was 

represented becaus巴 thetassel and the leaf blades developed previous to the culm 

2. Ears developed behind the characteristics mention巴dabove， therefore， severe retardation of ear 

development at higher populations were recognized. Although the uppermost ear (1st ear) at 100，000 plant 

/ ha silked normally， the p巴riodof silking retard巴dwith increased population;巴.g.， 550，OOOplant / ha of 

Golden Beauty， Queen Anne and Ma-21547 retardeed about 2 weeks， about 9 days and about 4 days 

respectively in comparison with 100，000 plant / ha. 

Length of 2nd.ear at the early stag巴ofdevelopment was corresponding to 70 to 80 per cent of 1st.ear. 

And， 100，000 plant / ha in Queen Anne and Ma-21547 maintained this percentage until silking stage. 

Otherwise， it was controlled the developm巴ntwith increased population and with time. 

Length of 3rd.ear at the early stage of development was corresponding to 50 to 60 per cent of 1st.ear， and 

was restricted with growth at every plant populations. 

3. The ear.length range of 5 to 9 cm were corresponding with one of the silking stage. Correlation 

between the e呂rlength and the巴arweight until the p巴riodof silking was indicated with a quadratic 

regression equation; Y = 6.8323 -3.0335 X + 0.3995 X2 (r = 0，943). Moreover， the length of silks wer巴
variegated with range of 5 to 20 cm at silking stag巴， and correlation between the ear length and the silk 

l巴ngthuntil the period of silking was indicated also with a quadratic regression equation; Y -0.4349 

-0.4533 X + 0.3060 X2 (r = 0.932) 
4. From the facts described above， the maximum plant population for th巴productionof young com， 

as far as using these early varieties， were recommended 250，000 plant / ha. 


